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昨
年
12
月
及
び
今
年
6
月
に
、
現
在
2

団
体
に
委
託
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
な
が
さ
き
の
運
営
体
制

を
一
本
化
し
事
業
の
効
率
化
を
図
る
よ
う
要

望
し
て
き
た
。
開
設
以
降
、
16
年
に
わ
た
っ

て
２
つ
に
な
っ
て
い
る
運
営
体
制
は
早
急
に

見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
直
し
の
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
。

�

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
長
崎
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
長
崎
市
保
育
会
に
委
託
し
て
お
り
、

両
団
体
そ
れ
ぞ
れ
が
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
6
月
か
ら
8
月

に
か
け
て
子
育
て
家
庭
等
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
事
業
の
認
知
度
や
利
用

希
望
の
有
無
等
を
調
査
し
、
手
続
き
の
簡
略

化
や
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
セ
ン
タ
ー
の
一
本
化

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
運
営
団
体
の
理
解
も
得
な
が

ら
、
利
用
者
の
利
便
性
や
、
事
務
の
効
率
化

の
観
点
か
ら
、
令
和
7
年
度
予
算
編
成
の
中

で
、
事
業
全
体
の
見
直
し
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
な
が
さ
き
の
運
営
体
制

問問答

な
が
さ
き
ミ
ラ
イ

高た
か

橋は
し

佳け
い

子こ

	

本
市
で
は
認
知
症
施
策
の
指
針
と
な
る

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
本
人
の
意
思
尊
重
、

新
た
な
知
見
や
技
術
の
活
用
な
ど
を
重
点
目

標
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え

た
市
の
取
組
方
針
や
独
自
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
そ
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
最
前
線
の
現
場
の
介
護
従
事
者
へ
日

頃
の
労
い
も
含
め
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
ど
う
か
。

�

本
市
で
は
認
知
症
基
本
法
の
基
本
理
念

を
踏
ま
え
た
取
組
方
針
と
し
て
認
知
症
の
普

及
啓
発
、
本
人
発
信
支
援
、
認
知
症
の
方
や

家
族
等
の
視
点
の
重
視
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

独
自
の
取
組
状
況
と
し
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

各
1
人
専
任
配
置
し
た
相
談
対
応
や
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
等
の
養
成
、
さ
ら
に
成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
担
う
長
崎
市
権

利
擁
護
・
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て

い
る
。
介
護
従
事
者
の
方
々
の
日
頃
の
ご
努

力
に
感
謝
し
、
今
後
と
も
現
場
の
声
を
施
策

に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

認
知
症
基
本
法
施
行
後
の
本
市
の
取
組

問問答

自
民
創
生

浅あ
さ

田だ

真し
ん

五ご

	

長
崎
駅
に
設
置
し
て
い
る
総
合
観
光
案

内
所
の
利
用
者
数
と
訪
問
客
の
動
向
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
長
崎
駅
の
ほ
か
原
爆

資
料
館
や
平
和
公
園
等
で
観
光
案
内
機
能
を

強
化
し
、
市
内
へ
の
周
遊
を
促
進
し
て
い
く

考
え
は
な
い
の
か
。

�
利
用
実
績
と
し
て
は
、
令
和
5
年
度
で

11
万
5,612
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
は
2
万
8,639
人

で
あ
る
。
観
光
客
の
訪
問
先
と
し
て
、
日
本

人
で
は
中
華
街
49.2
％
、
グ
ラ
バ
ー
園
43.8
％
等

で
、
外
国
人
で
は
原
爆
資
料
館
・
平
和
公
園

が
80
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光

案
内
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
南

山
手
、
東
山
手
地
区
内
の
観
光
施
設
の
受
付

窓
口
に
音
声
翻
訳
機
能
を
備
え
た
機
器
の
導

入
を
検
討
す
る
な
ど
、
観
光
案
内
機
能
の
さ

ら
な
る
充
実
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
原
爆
資
料
館
等
に
つ
い
て
も
案
内

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
は
訪
問
客
を
効
果
的

に
呼
び
込
み
、
市
全
体
へ
の
周
遊
促
進
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
訪
問
客

の
動
向
や
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
研
究
し
て
い

く
。 観

光
案
内
所
の
機
能
強
化

問問答

市
民
ク
ラ
ブ

中な
か

山や
ま

大だ
い

	

国
家
公
務
員
に
お
い
て
、
週
休
3
日
を

可
能
と
す
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入

が
始
ま
っ
て
お
り
、
九
州
で
も
一
部
の
自
治

体
が
試
験
的
導
入
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
若
者

世
代
に
と
っ
て
、
勤
務
時
間
に
融
通
が
き
く

職
場
は
魅
力
の
ひ
と
つ
に
な
る
と
考
え
る
が
、

導
入
が
可
能
な
部
局
に
お
い
て
試
験
的
導
入

を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

�

職
員
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
、
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
人
事
戦
略

に
お
い
て
も
、
職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
施
策
の
柱
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
現
状
、
暑
期
休
暇
の
拡
大
、
時
差
勤
務
制

度
の
運
用
拡
大
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

効
果
や
課
題
把
握
を
行
い
な
が
ら
改
善
を

図
っ
て
い
く
延
長
線
上
に
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
や
選
択
的
週
休
3
日
制
が
あ
る
の
で
、

他
都
市
の
状
況
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
今
後

の
方
向
性
を
見
定
め
た
い
。

職
員
の
働
く
環
境
の
改
善

問問答

新
出
島
ク
ラ
ブ

阿あ

部べ

の
ぞ
み


